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例年になく、暖かな日が続きました。プラス１０℃以上になったと思いきや、次の日はマイナスの気温になる

など、ここ駒里の地も三寒四温を繰り返し、春を迎えようとしています。 
　さて、いつの時代も親心は複雑なものです。小学校の時は素直で優しく、学校のことは何でも話してくれたの
に、中学校に入った途端、何にも話さなくなると、嘆く保護者の方もいました。中学生になると第二次成長期に
入り、「反抗期」と分かっていても、どこか釈然としない親の心境が伝わってきます。しかし、反抗期の我が子
を力ずくで改善させようとすることには、無理があるように思います。酒井譲氏の著書「２１世紀の生き方」の
中に、子に対するこんな一節がありました。 

　１０代というのは、脳が最も発展・発達する時期だと考えられています。この時期は脳内のネットワーク
が活発に構成され、意思決定能力を高めていくのだそうです。ただ、この副作用として感情の起伏が激しく、
不安定になるということが知られています。脳科学という側面から見たとき、１０代は理性と感情がせめぎ
合う難しい時期なのです。 
　そんな１０代の子どもに何かを教えようとして、反抗され、戸惑ったことがあると思います。親としては
もっと素直になってほしいと思うのですが、ここには無視できない間違いがあります。素直な子どもの方が
親としては扱いやすいのは当然です。ですが、扱いやすい人間というのは、要するに自分の意思をもたない
「奴隷」です。そこには力強く自分の人生を進んでいくために必要な「独立心」はありません。たとえそれ
が親の価値観であれ、子どもはその価値観を越えて、自らの人生を歩まなければならないのです。ただ、子
どもと喧嘩することを恐れる必要はありません。特に価値観レベルのルールに反抗するような場合は、親と
して相当な覚悟をもって子どもと戦うべきです。

　反抗期を迎えた時、私たちはどのように子どもと接するべきなのでしょうか。子どもの考えを尊重しながらも
毅然と対応・対処するべき時もあります。私はこのような時期であることを親は認識しつつ、「先に信じる」べ
きではないかと思います。「あなたなら大丈夫だよね」と先に信じて、見守ってあげたいものです。将来生きて
いくための大切な「独立心」を身に付けさせるのが親の役目であり、反抗期は子どもの人生にとって大きく成長
する時期であると考えます。私も一人の親として、自戒も含めて考えさせる内容だったのを、今でも覚えていま
す。 
　さて、３月１４日（木）、卒業証書授与式を挙行いたします。小学校卒業生１名、中学校卒業生４名の前途を、
皆様とともに祝福したいと思います。ご多用のこととは思いますが、多くの保護者・関係者の方々のご列席を賜
りますよう、心からお願いを申しあげます。 

にれの木
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  《３月の活動予定》

日 曜 活　動　予　定 給
 　

１ 金 バク朝会　 ○
　２月６日に、千歳市の福祉
協会の皆様にご来校いただき、 ２ 土
小学生がボッチャ体験をしま
した。ボッチャは１９８４年  ３ 日
からパラリンピックの正式競
技となりました。一見、単純  ４ 月 卒）練習①　児童会　生徒会 ICT ○
な競技にも見えますが、実は
相手のボールをはじいたり、  ５ 火 中）公立高校入試①　会議日 △
あえて相手の邪魔になるとこ
ろにボールを置くなど、微妙  ６ 水 中）公立高校入試②　児生協 会議日 △
な力の加減と、戦術が必要な
競技です。子供たちは、協会  ７ 木 卒）練習②　卒業生を送る会  SC ◎
の方々にルールを教えていた 中）４時間授業～１２日　 ブッくん
だきながら、互いのよいプレ
ーには自然と拍手を送るなど、  ８ 金 中３）同窓会入会式 ○

 楽しい体験となりました。
 ９ 土 ○

１０ 日

    １１ 月 諸費納入日 ○
    

１２ 火 対面式実行委①　中３）大掃除 ○

 １３ 水 小６中３）４時間授業　 ○
卒）総練習・前日準備

１４ 木 卒業証書授与式　卒業を祝う会 ×

　本校では、児童生徒会が １５ 金 全校）４時間授業～２２日 ○
企画し、昼休みに遊会（ゆ
うかい）を行っています。 １６ 土
全校児童生徒が参加し、２
月は「大根抜き」を行いま １７ 日
した。昔ながらのなつかし
い遊びですが、大いに盛り １８ 月 中３）公立高校合格発表 ○
上がりました。児童生徒会
は毎回さまざまな遊びを企 １９ 火 対面式実行委②  会議日 ○
画してくれています。小中
併 置 校 な ら で ２０ 水
は の イ ベ ン ト
と し て 、 子 供 ２１ 木 ブッくん ○
た ち の 楽 し み
の ひ と つ と な ２２ 金 大掃除 ○

 っています。
 ２３ 土

２４ 日

２５ 月 修了式・離任式  SB 最終日 ×
　２月８日に、第２回学校運営協議会を開催しました。
授業を参観した後、今年度の教育活動を振り返りました。 ２６ 火
いただきましたご意見・ご感想は、次年度の活動に生か
していきたいと考えています。委員の皆様のご協力に感 ２７ 水

 謝いたします。１年間、ありがとうございました。
２８ 木

SC：ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ来校日 ICT：ICT 支援員来校日 
 ◇５・６日は中３給食なし。７日は、お祝い給食。

◇以前よりお伝えしていますが、授業時数の調整の
　ため、３月は４時間授業の日が増えますので、帰
　宅時間をよくご確認ください。


